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技術職員の人材育成

• 学生教育への貢献や機器の維持管理に係
る技術の伝承

• いまだ各研究室に配置されているケースも
ある技術職員の一層の組織化

• 技術的観点等を踏まえた人事評価による技
術職員の適切な処遇やキャリアパスの明確
化・多様化

• 機関の枠を超えた取組による持続的な人材
育成・確保（研究支援のための技術力向上
を含む。）

「技術職員の育成・確保」を阻むボトルネック

第6期科学技術基本計画に向けた重要課題（中間とりまとめ）より

組織化および
ネットワークの

必要性



自己紹介（業務）

• 所属 ： 秋田大学教育文化学部技術部

• 内容 ： 研究室における技術支援（化学）

• 教育支援 学生実験（化学実験）の補助

• 研究支援 共同研究

• その他 OH HN
N



自己紹介（スキル）

• 有機合成および構造解析

• データマイニング（Perl）

• 分子モデリング、分子動力学（生体高分子）

• ソフトウェア開発（JAVA）

http://2.bp.blogspot.com/-I9-wEuenfqw/VRUSBAgY32I/AAAAAAAAsk0/uokP1eKPPr0/s800/dna.png


技術研究会への参加状況
（機器・分析技術研究会）

• 2005 岩手大学

• 2006 広島大学

• 2007富山大学

• 2015 山形大学

• 2017 長岡技術科学大学

• 2018 秋田大学

• 2019 分子科学研究所

http://4.bp.blogspot.com/-JS3EWvJBdgk/VUIJ86dvGcI/AAAAAAAAtbw/qTsnyLKZH0I/s800/science_denshi_kenbikyou.png
http://3.bp.blogspot.com/-RRyw9H71whc/VXOTwfUdekI/AAAAAAAAuDo/EiXGwKh3g0M/s800/graph11_oresen2.png


技術研究会への参加状況
（その他）

• 実験・実習技術研究会 (2008徳島大学)

• 総合技術研究会 (2007名古屋大学)

• 技術研究会 (2016高エネルギー加速器研究機構)

http://1.bp.blogspot.com/-SwkyGTlfbq0/UO_3erDTL2I/AAAAAAAAKt4/uiBsvk79-U8/s1600/scince_flask.png


これまでの発表のテーマ
• 環境・安全管理を目的とした化学物質取り扱いマニュアルの作成

(2006 広島大学)

• 分子動力学法を利用したβ-グルコースの水酸基に関する配座解析
(2015山形大学)

• 各種測定方法で決定されたタンパク質構造に関する大量データの分析
(2018秋田大学)

• 化学物質の体系的な理解を目的としたソフトウェアの開発
(2019分子科学研究所)

※すべて機器・分析技術研究会



秋田大学総合技術部

• 国際資源学研究科 技術部 7名

• 教育文化学部 技術部 6名

• 理工学研究科 技術部 約40名

• 医学系研究科 技術部 約30名

手形
キャンパス

本道
キャンパス

２０２０年１月現在



総合技術部の主な活動

• テクノフェスタ ⇒ 市民向け

• 報告集の作成 ⇒ 職務内容の把握

• 発表会 ⇒ 学内交流

• 学外研修 ⇒ 学外交流、技術向上



学外研修

• 東北地区国立大学法人等技術職員研修

主催：国立大学協会東北支部

内容：講演会、発表会、実技

• 各種技術研究会

主催：各機関

内容：講演会、発表会



学外研修の意味

• 異分野との交流

• 業務の再確認、刺激

• 専門技術の向上？

⇒ 継続が必要

⇒ 強固なネットワークの構築



秋田大学の最近の取り組み

• 機器・分析技術研究会の開催（２０１８）

• 報告集の一新（２０１９）

平成３０年度総合技術部報告機器・分析技術研究会ポスター



平成３０年度 秋田大学機器分析技術研究会

参加 ２１５名
学内 ： ５８名
学外 ： １４８名（西日本５８名、東日本９０名）
企業 ： ８名

発表 ７４件
口頭 ： １４件
ポスター ： ６０件



地元開催の成果

• 内外へのアピール

• 意識改革

• 組織の活性化



報告集の一新

• 一人１ページで内容をまとめる

• 支援分野（キーワード）の記載（３〜５個）

構成

• 技術部長の挨拶

• 部局技術職員の名簿

• 各自の業務報告

• 総合ならびに部局技術部報告

• テクノフェスタの報告

• 機器・分析技術研究会の報告



支援分野

（例）

若杉圭

試料調製、有機合成、分光分析、薬品管理



支援分野の例１
具体的なスキル

• 酸素・水素・炭素同位体比分析

• ICP-MS分析

• 原子吸光分析

• 薄片作製

• cDNAクローニング

• 放射性同位元素

• 免疫染色

• 旋盤加工

・ 走査型電子顕微鏡

• アーク溶接

• ガラス工作

• 画像処理工学

• ウェスタンブロッティング

• 遺伝子解析

• 免疫染色



支援分野の例２
おおまかな分野

• 機械工作

• 工学基礎実験

• フィールドワーク

• 動物実験

• 分子生物学的実験

• 実験機器管理

• 社会貢献

• 廃液処理

• 基礎化学実験

• 社会貢献

• 労働安全衛生

• 学生実習支援

• セラミクス

• 情報工学



職務内容の明確化による効果

• 具体的なスキル ⇒ 専門同士の交流

• おおまかな業務内容 ⇒ 異分野間の相互理解

Π型人材



まとめ

• 技術の伝承

• 一層の組織化

• 技術的観点等を踏まえた人事評価

• 機関の枠を超えた取組

組織とネットワークの強化

学外研修 職務、スキルの明確化

課題

対策


